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認知症ケアの症状と経過について 認知症の人との上手な接し方 認知症の方の医療　認知症の進行により変化していく症状や行動によって、在宅生活を送るために必要となる支援やサービスは
異なります。認知症の症状は、原因となる疾患や身体状況などにより個人差があるため、必ずしもこの通りに
なるわけではありませんが、大まかな目安として参考にしてください。

どこに相談・受診すればよいの？

　「認知症の本人に自覚がない」は大きな間違いです。もの忘れによる失敗や、今までできていたことができ
なくなり何かおかしいと感じ、次のような思いを抱えています。

　大切なご家族がもの忘れが多くなったり、認知症と診断されると様々なことに戸惑われ、感情的になったり
することもあるかと思います。しかし認知症の方は何もかもできなくなるわけでなく、できる機能を大切に工
夫して接していけば自分でできることもずいぶん増えます。

認知症の人との接し方ポイント

認知症の人の気持ちを知ろう

こんな時どうする？

◉本人の希望や意思、ペース、長年の習慣などを尊重しましょう
◉ささいなことでも家庭や社会での役割を担ってもらう
◉できないことを責めるのではなく、できることを誉める
◉失敗を避けるためにやらせ
ないのではなく、失敗しない
ように手助けをしましょう。
◉なるべくポジティブな声かけ
をしましょう

良い接し方
×叱りつける ×急がせる
×命令する ×役割を取り上げる
×強制する ×何もさせない
×子ども扱いする

良くない接し方

不安な気持ち
「自分に何が起きているのか」
「この先どうなるのか」

悔しい気持ち
「何でこれができないのか」
「みんなからバカにされる」

申し訳ない気持ち
「家族に迷惑をかけている」
「もっと役に立ちたい」

「もう少し待ってください」などと伝え、植木の手入れなど別
のことをしてもらって関心をほかにそらしましょう。ちょっとし
た間食を用意するのも満腹感を呼び覚ます一案です。「さっき
食べました」と諭すのは逆効果です。

食べたはず
なのに「ごは
ん、まだ？」

「今日は何曜日？」などと同じ質問を何度もされたり、同じ内
容の話を繰り返されたりしても、はじめてされたつもりで丁寧
に応対しましょう。時間がないときは「あとでゆっくり聞かせ
て」と事情を話しましょう。

「同じことを
何度も」話し
かけてくる

認知症の人は周囲が思う以上に日々ストレスがたまっており、
ちょっとしたきっかけでイライラが爆発します。「バカにされた」
「無視された」など怒りの理由をたずね、こちらに非があれば
謝って信頼関係を保ちましょう。

急に興奮して
「攻撃的に」
なる ●まずは一緒に探し、本人が見つけられるように促してみ

ましょう。
●探している間に別の話題へ切り替えていくのも有効です。
●対応しても落ち着かない場合は一緒に散歩に出かけ
たり、ドライブへ連れ出すなど気分転換を図ってみ
ましょう。

まずは、かかりつけ医
に相談しましょう

　かかりつけ医は病気の
治療だけでなく、必要な
時には専門医療機関を紹
介する役割を持っていま
す。「認知症の始まりか
な？」と感じたらかかり
つけ医に相談しましょう。

専門医療機関への受診
　専門医のいる物忘れ外来のある病院や神経内科、
脳神経外科、精神科などへの受診をしましょう。
　受診の際には、前もって
電話で問い合わせのうえ予
約を入れてください。また
その際に受診の流れ、鑑別
診断までの受診の回数やそ
れにかかる費用なども事前
相談するとよいでしょう。

家族や介護者
の対応ポイント

家族の気持ち

本人の様子

時間・場所・人物
記憶

認知症予防・進行を遅らせ
たい／地域の方とつながる・
交流したい／自分のできる
ことを活かした活動をしたい

相談したい／本人・家族
の悩みを聞いてほしい

医療を受けたい

サービスを
利用しながら
自宅で過ごしたい
施設で療養したい

見守り・安否確認を
してほしい

住まいを整えたい

軽度認知障害（MCI）～まだ認知症ではない時期～ 認知症：軽度の時期 認知症：中等度の時期 認知症：重度の時期

●もの忘れの自覚がある
●よく知っている物の名前が出てきづらい

●認知症を身近な病気として関心をもつ
●認知症を予防する生活改善や、趣味など新たな交流や
活動をすすめる

●本人の役割が継続できるように声かけをする
●高血圧や糖尿病などの生活習慣病を管理する

●認知症に関する医療や介護、接し方について学ぶ
●近親者には、本人の状況を伝えておく
●気になることは、かかりつけ医や地域包括支援センター
に相談する 
●介護サービスを利用して、介護負担を軽くする
●今後を見通し、介護や金銭管理などについて考えておく

●同じ話や質問を繰り返す ●話を取繕う
●約束したことを忘れる ●趣味、日課への無関心
●探し物が多くなる ●物を盗られたという
●小銭で支払いができない ●電化製品の操作に戸惑う
●料理の味付けがおかしくなる
●不安、いらいら、あせり、意欲低下、自信喪失

●家事の手順が分からなくなる（買い物、料理の段取り等）
●季節にあった衣類を選べない
●道に迷うことがでてくる
●言葉の意味が分からなくなる　
●着替えや入浴を嫌がる

●人生の最終段階において希望する医療・介護などにつ
いて本人の意向を聞いておく
●本人ができることを役割としてやってもらう
●ミスや失敗を責めず、本人の不安を和らげる
●本人の興味をひく活動をすすめる

北谷町高齢者住宅改修助成金交付　　　　　　　　　　　　　　　　　介護保険（住宅改修、福祉用具購入・貸与）

かかりつけ医　　認知症疾患医療センター　　精神科・脳神経外科などの専門科

介護支援専門員（ケアマネジャー）　　　認知症カフェ　　認知症の人と家族の会かかりつけ医

北谷町地域包括支援センター　　認知症対応型グループホーム（上勢頭、結の郷、ちゃたん、謝苅）

民間家事代行サービス　　民間配食サービス　　コミュニティサポーター

介護予防・生活支援サービス事業（通所型サービス：訪問型サービス）

無料法律相談、　消費生活相談

成年後見制度（任意後見制度）　日常生活自立支援事業　成年後見制度（法定後見制度）

民生委員・児童委員　　自治会　　認知症サポーター　　　　　　　　　　　　　　　　ふれあいコール　認知症高齢者等見守りSOSネットワーク事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
北谷町社会福祉協議会　　ニライ救急カード　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緊急通報システム

一般介護予防事業（貯筋クラブ、操体教室、膝痛・腰痛予防教室、水中トレーニング教室、筋力向上トレーニング教室）、各地区公民館活動
趣味・サークル活動、生涯学習プラザ講座、老人福祉センターサークル、老人クラブ活動、シルバー人材センター、地域のボランティア活動

軽費老人ホーム・有料老人ホーム　　　　　　　　　　　認知症対応型グループホーム　　　　　　　　　介護老人保健施設　（老人保健施設）　　　　　　介護老人福祉施設　（特別養護老人ホーム）
サービス付き高齢者向け住宅　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                介護療養型医療施設（療養病床等）

年齢のせいだろう。言えばできるはず。とまどい。否定。
他の家族にすら打ち明けられずに悩む。

もの忘れがあるが、日常生活の活動は
正常で支障がない

もの忘れが目立ち始めるが、
日常生活はほぼ自立

日常生活に誰かの見守りや
手助けが必要となってくる 身の回りのこと全般に、常に介護が必要な状態

他人の前ではしっかりするが、身近な人には症状が強くなる。
相手のペースに振り回され、疲れ切ってしまう。一番大変な時期

怒ったり、イライラしても何もメリットは
ないと思いはじめ割り切るようになる時期

人生の最期をどう迎える
か考え、受容する時期

ホームヘルプサービス　デイサービス　デイケア　ショートステイ
訪問看護　訪問リハビリテーション  小規模多機能居宅介護　居宅療養管理指導　認知症対応型通所介護

権利を守りたい
財産管理を頼みたい

標準的な流れ　認知症の人の様子の変化と悩みごとに対するサービス一覧表

時間や日にちが分からなくなる
数分前の出来事を忘れる

昼か夜か、季節が分からなくなる。どこにいるか分からない
いつ、どこで、何をしたか忘れる

●一人で食事ができない
●一人で着替えができない
●入浴ができない
●尿意・便意を訴えられない
　（排泄の失敗が増える）

●設備の整った施設などへの住み替えを考える
●スキンシップなどコミュニケーションを工夫する
●終末期（看取り）に備える

●言葉が減り、表情が乏しく
なる
●飲食物をうまく飲みこめず、
口から食事がとりにくくなる

●歩行ができなくなる

家族の区別がつかない。自宅のトイレが分からない。
昔の記憶の中で生きる

　認知症は早期発見と治療がとても大切な病気です。
　進行性の病気ですが、早期に発見して適切な対応をすれば、
その人らしい充実した暮らしを続けることができます。

認知症は早期の発見が大切です

　早期に発見し早期に治療をはじ
めることで、改善が期待できるもの
があります。

治療可能な
認知症があります1

メリットメリット

　認知症の症状が悪化する前に
適切な治療やサポートを行うこ
とによって、その進行のスピー
ドを遅らせることができる場合
があります。

進行を遅らせること
が可能な場合が
あります

2
メリットメリット

　早期発見によって、症状が軽
いうちに本人や家族が話し合
い、今後の治療方針を決めた
り、利用できる制度やサービス
を調べたりする「認知症に向き
合うための準備」を整えること
ができます。

事前にさまざまな
準備ができる3

メリットメリット

早期発見による3つのメリット

ポイント

家族から受診をすすめる時の工夫
　病気に対する不安や否定したい気持ちから受診
を拒むことがあります。
　性格や状況によって声かけ方法は異なりますが、
一番大切なことは「自尊心を傷つけないこと」です。
　本人の気持ちを十分に受け止め声かけをしてみ
ましょう。
　なかなか受診につながらないなど、対応に困っ
たら、かかりつけ医や地域包括支援センター（☎
098-936-1234）に相談しましょう。

紹介状

受診するときのポイント受診するときのポイント
いつ頃からどのような変化や症状
が出てきたのか
現在困っていること、心配なこと
生活状況

などをなるべく詳しく書いて持っていく
と相談したいことが

伝えられます。

治療可能な認知症
●正常圧水頭症
●慢性硬膜下血腫
●甲状腺機能低下 など

例

★★

★

★

★

★

急に症状が出たり、変化があった
場合は他の病気が疑われます。
早急に病院受診をしましょう。

元気なうちからしておくこと
・定期的に健康診断を受け、かかりつけ医をもつ
・認知症になった時に備えて、財産管理や自分の介護、終
末期の希望について考え、周りの人に意向を伝えておく

医療・介護サービスの情報
医療・介護おたすけマップ

（中部地区在宅ゆい丸センター）

介護サービス情報公表システム
（厚生労働省）

北谷町
みつばち手帳

★について詳しくは
　「みつばち手帳」、
　「介護予防手帳」で
　ご確認ください。

「物盗られ妄想」への対応
否定してもかたくなになられるだけです。


